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一　

学
会
の
概
要

世
界
漢
字
学
会
は
二
〇
一
二
年
に
創
立
さ
れ
た
比
較
的
新
し
い
学
会
で
あ
り
、

韓
国
の
慶
星
大
学
韓
国
漢
字
研
究
所
内
に
事
務
局
を
置
い
て
い
る
。
学
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
のU

RL

はhttp://w
w
w
.w

accs.info/　

で
あ
る
。
韓
国
語
の
サ
イ
ト

だ
が
、
英
語
・
中
国
語
へ
の
切
り
替
え
も
で
き
る
。

二
〇
一
三
年
以
降
、
年
一
回
各
国
の
持
ち
回
り
で
国
際
学
術
研
討
会
を
開
催
し

て
い
る
。「
世
界
漢
字
学
会
」
の
名
称
通
り
各
国
の
持
ち
回
り
で
開
催
す
る
の
を

特
徴
と
す
る
。学
会
の
主
催
者
は
各
回
の
開
催
機
関
及
び
世
界
漢
字
学
会
の
ほ
か
、

慶
星
大
学
韓
国
漢
字
研
究
所
、
中
国
の
華
東
師
範
大
学
中
国
文
字
研
究
与
応
用
中

心
で
あ
る
。
本
稿
を
執
筆
し
て
い
る
二
〇
二
〇
年
一
月
現
在
の
会
長
は
華
東
師
範

大
学
中
国
文
字
研
究
与
応
用
中
心
の
臧
克
和
氏
、
秘
書
長
は
慶
星
大
学
韓
国
漢
字

研
究
所
の
河
永
三
氏
で
あ
る
。
そ
の
他
日
本
も
含
め
て
国
別
の
会
長
と
理
事
職
も

設
け
ら
れ
て
い
る
。

第
七
届
年
会
の
正
式
名
称
は
「
世
界
漢
字
学
会
第
七
届
年
会
〝
面
向
世
界
的
漢

字
研
究
重
要
領
域
及
課
題
〞
国
際
学
術
研
討
会
」
で
、
開
催
機
関
は
立
命
館
大
学

白
川
静
記
念
東
洋
文
字
文
化
研
究
所
（
以
下
、
立
命
館
白
川
研
）、
日
程
は

二
〇
一
九
年
九
月
二
十
六
日
（
木
）
〜
三
十
日
（
月
）
で
あ
る
。
開
催
期
間
は
通

常
四
日
間
の
と
こ
ろ
、今
回
は
発
表
予
定
者
が
計
八
十
三
名
と
多
数
に
の
ぼ
り（
前

回
の
第
六
届
は
三
十
一
名
）、
か
つ
一
般
向
け
の
講
演
会
を
日
程
に
組
み
入
れ
た

都
合
で
、
一
日
増
え
て
い
る
。
日
韓
関
係
が
思
わ
し
く
な
い
折
り
で
あ
っ
た
が
、

学
会
の
事
務
局
ス
タ
ッ
フ
を
含
め
て
多
数
の
韓
国
人
研
究
者
が
来
日
し
た
。

二　

参
加
受
付

筆
者
は
こ
の
学
会
に
は
第
五
届
年
会
よ
り
参
加
し
て
い
る
が
、
今
回
は
自
分
が

迎
え
ら
れ
る
側
で
は
な
く
迎
え
る
側
と
い
う
の
が
前
回
ま
で
と
異
な
っ
て
い
る
。

た
だ
、
立
命
館
白
川
研
及
び
そ
の
母
体
と
な
る
立
命
館
大
学
文
学
部
中
国
文
学
・

思
想
専
攻
で
は
、
ス
タ
ッ
フ
と
な
る
大
学
院
生
の
数
が
不
足
し
て
い
る
。
そ
こ
で

今
回
の
幹
事
役
大
形
徹
氏
の
本
務
校
大
阪
府
立
大
学
の
大
学
院
生
及
び
立
命
館
大

学
孔
子
学
院
の
学
生
を
中
心
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
っ
た
。
筆
者
自
身
も
二
十
六

日
は
受
付
対
応
に
回
っ
た
。
ま
た
、
念
の
た
め
会
期
中
は
大
形
氏
と
と
も
に
参
加

者
用
の
宿
泊
所
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
た
グ
ラ
ン
ド
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
京
都
に
泊

ま
り
込
む
こ
と
に
し
た
。

二
十
六
日
は
受
付
登
録
日
で
あ
る
。
国
内
遠
方
、
海
外
か
ら
の
参
加
者
が
ホ
テ
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ル
の
ロ
ビ
ー
で
受
付
登
録
を
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
他
に

三
名
ほ
ど
ス
タ
ッ
フ
が
配
置
さ

れ
て
い
る
の
で
、
知
り
合
い
の

参
加
者
に
挨
拶
す
る
ぐ
ら
い
し

か
や
る
こ
と
が
な
い
だ
ろ
う
と

気
楽
に
構
え
て
い
た
ら
、
い
く

つ
か
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
た
。

受
付
で
中
国
語
が
わ
か
る
の
が

筆
者
し
か
い
な
か
っ
た
の
で
、

海
外
か
ら
の
参
加
者
の
問
い
合

わ
せ
が
回
っ
て
く
る
の
で
あ

る
。た

と
え
ば
あ
る
参
加
者
は
、

事
前
の
登
録
で
は
受
付
前
日
の

二
十
五
日
か
ら
宿
泊
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
は
ず
が
、
本
人
は
二
十
六
日
か
ら

の
宿
泊
の
つ
も
り
で
来
日
し
、
ホ
テ
ル
の
フ
ロ
ン
ト
で
キ
ャ
ン
セ
ル
料
を
請
求
さ

れ
た
と
い
う
こ
と
で
私
の
と
こ
ろ
に
相
談
に
き
た
。

ま
た
旧
知
の
中
国
人
研
究
者
C
氏
（
以
下
、
ト
ラ
ブ
ル
絡
み
で
出
て
く
る
人
物

は
念
の
た
め
イ
ニ
シ
ャ
ル
表
記
と
し
て
お
く
）
は
夫
婦
で
来
日
し
て
ツ
イ
ン
の
部

屋
を
予
約
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
ど
う
い
う
わ
け
か
C
氏
が
D
氏
と
相
部
屋
で
宿
泊

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
今
回
は
宿
泊
料
が
高
額
と
な
る
の
で
、
相
部
屋
で
の

宿
泊
希
望
も
受
け
付
け
て
い
た
の
で
あ
る
。
C
氏
夫
妻
に
部
屋
を
譲
っ
て
D
氏
が

一
人
部
屋
に
移
る
と
な
る
と
宿
泊
料
が
倍
近
く
と
な
る
。
D
氏
が
そ
れ
を
受
け
入

れ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
か
と
不
安
に
思
い
つ
つ
交
渉
に
臨
も
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
事

情
を
知
っ
た
中
国
人
の
参
加
者
数
名
で
既
に
部
屋
割
り
を
再
調
整
し
て
い
た
。
も

と
も
と
相
部
屋
の
予
定
だ
っ
た
B
氏
が
一
人
部
屋
に
移
り
、
か
わ
り
に
D
氏
が
相

部
屋
に
入
る
こ
と
で
問
題
が
解
決
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

今
回
の
学
会
で
は
中
国
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
微
信
（W

eChat

）
に
学
会
専
用
の
グ
ル
ー

プ
を
作
り
、
ア
カ
ウ
ン
ト
を
持
っ
て
い
る
参
加
者
に
登
録
し
て
も
ら
っ
て
連
絡
事

項
を
通
知
す
る
よ
う
に
し
た
。
以
下
に
見
る
よ
う
に
こ
の
微
信
が
大
活
躍
す
る
こ

と
に
な
る
。三　

学
会
一
日
目

前
日
の
疲
れ
を
残
し
た
ま
ま
、
ホ
テ
ル
か
ら
の
リ
ム
ジ
ン
で
会
場
へ
と
移
動
。

午
前
中
に
記
念
写
真
撮
影
、開
会
式
、主
題
発
表
を
行
っ
た
後
、午
後
か
ら
グ
ル
ー

プ
別
発
表
へ
と
い
う
流
れ
は
例
年
通
り
で
あ
る
。
開
会
式
で
は
華
東
師
範
大
学
の

グ
ル
ー
プ
が
開
発
し
た
金
文
識
字
シ
ス
テ
ム
「
商
周
金
文
智
能
鏡
」
の
デ
モ
ン
ス

ト
レ
ー
シ
ョ
ン
や
、
臧
克
和
氏
ら
が
編
纂
し
た
『
秦
漢
六
朝
字
形
譜
』
全
十
五
巻

の
贈
呈
式
も
行
わ
れ
た
。

昼
食
会
場
は
大
学
図
書
館
（
平
井
嘉
一
郎
記
念
図
書
館
）
一
階
の
カ
ン
フ
ァ
レ

ン
ス
ル
ー
ム
で
あ
る
。図
書
館
の
二
階
に
白
川
静
の
旧
蔵
書
な
ど
を
展
示
し
た「
白

川
静
文
庫
」
が
開
設
さ
れ
て
い
る
の
で
、
希
望
者
に
見
て
も
ら
う
こ
と
に
し
た
。

こ
れ
は
当
初
の
予
定
に
は
入
っ
て
い
な
か
っ
た
が
、
本
学
で
「
漢
字
学
」
と
名
の

つ
い
た
学
会
を
や
る
以
上
、参
加
者
に
見
て
も
ら
わ
ず
に
帰
す
手
は
な
い
と
考
え
、

見
学
の
機
会
を
設
け
て
も
ら
う
こ
と
に
し
た
。

ホテルロビーにて。参加者に配布される資料一式をまとめたトー
トバッグ。
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午
後
か
ら
の
発
表

報
告
は
、
発
表
は

十
五
分
、
コ
メ
ン
ト

は
五
分
、
発
表
者
が

他
の
発
表
者
の
コ
メ

ン
テ
ー
タ
ー
も
つ
と

め
る
と
い
う
形
式
で

あ
る
。
発
表
言
語
は

中
国
語
か
英
語
と
な

る
。
今
回
は
日
本
で

の
開
催
と
い
う
こ
と

で
、
日
本
人
あ
る
い

は
日
本
在
住
の
研
究

者
に
よ
る
発
表
が
多

か
っ
た
。
漢
字
学
研

究
会
関
係
者
の
発
表
題
目
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

杉
橋
隆
夫
（
立
命
館
白
川
研
所
長
）「
京
都
、
上
賀
茂
神
社
収
蔵
〝
賀
茂
旧
記
〞

的
史
料
価
値
与
分
析
視
角
」

李
強
・
大
形
徹
（
漢
字
学
研
究
会
代
表
）「
推
拿
手
法
〝
㨰
〞
字
考
」

落
合
淳
思
「
字
形
的
変
遷
―
従
甲
骨
文
到
楷
書
」

草
野
友
子
「
清
華
簡
《
封
許
之
命
》
研
究
」

重
信
步
「
関
於
江
户
時
代
寺
子
屋
教
育
所
使
用
的
漢
字
教
材
『
小
野
篁
歌
字
尽
』」

末
次
信
行
「
筆
写
文
字
的
系
譜
―
以
殷
末
周
初
以
前
的
標
準
書
体
為
中
心
」

出
野
文
莉
（
張
莉
）「
白
川
静
博
士
在
海
內
外
的
学
術
影
響
」

名
和
敏
光
「
馬
王
堆
漢
墓
帛
書
《
陰
陽
五
行
》
甲
篇
《
雑
占
之
二
》《
上
朔
》
及
《
祭
》

（
一
）
綴
合
校
釈
」

松
宮
貴
之
「
古
代
奴
隷
制
与
墨
刑
―
分
析
文
物
演
繹
墨
子
思
想
的
基
底
」

楊
冰
「
有
関
《
人
間
詞
話
》
中
的
〝
我
〞
的
概
念
―
以
〝
有
我
之
境
〞
與
〝
無
我

之
境
〞
為
中
心
」

佐
藤
信
弥
「
論
清
華
簡
《
摂
命
》
的
〝
蒿
京
〞
与
西
周
甲
骨
金
文
中
的
〝
蒿
〞、〝
꿗

京
〞」筆

者
の
発
表
で
は
、コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
が
古
文
字
の
分
野
の
研
究
者
で
は
な
く
、

基
本
的
な
内
容
理
解
に
関
す
る
質
問
が
中
心
だ
っ
た
が
、
昨
夜
ト
ラ
ブ
ル
に
な
り

か
け
た
D
氏
が
フ
ロ
ア
か
ら
的
確
に
フ
ォ
ロ
ー
し
て
く
れ
た
。
後
日
微
信
で
や
り

と
り
し
て
わ
か
っ
た
の
だ
が
、
D
氏
は
私
の
発
表
内
容
に
興
味
を
持
ち
、
学
会
論

文
集
（
予
稿
集
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
論
文
を
事
前
に
よ
く
読
み
込
ん
で
く
れ
て

い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
学
会
論
文
集
は
受
付
時
に
紙
媒
体
と
し
て
配
布
さ

れ
る
ほ
か
、
学
会
開
催
の
数
日
前
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
版
が
学
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
（http://w

w
w
.w

accs.info/notice/

view
.php?idx=

562&
page=

1&
search=

&
find=

）

一
方
、
私
の
コ
メ
ン
ト
相
手
の
M
氏
は
、
予
稿
集
に
は
要
旨
し
か
載
せ
て
お
ら

ず
、
ま
た
実
際
の
発
表
内
容
は
そ
れ
と
も
少
し
ず
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
の
で
、
的

確
な
コ
メ
ン
ト
が
で
き
ず
、
フ
ロ
ア
に
コ
メ
ン
ト
を
投
げ
て
し
ま
っ
た
。
発
表
終

了
後
に
そ
の
こ
と
を
謝
り
に
行
っ
た
と
こ
ろ
、
本
人
も
事
前
に
論
文
を
出
さ
な

学会参加者記念撮影
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か
っ
た
の
は
悪
い
と
思
っ
て
い
る
の
で
気
に
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ

た
。
更
に
M
氏
の
所
属
先
で
二
〇
二
〇
年
の
十
月
に
中
国
古
文
字
研
究
会
第

二
十
三
届
年
会
の
開
催
を
予
定
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
微
信
を
通
じ
て
そ
の

申
込
書
のW

ord
フ
ァ
イ
ル
を
頂
い
た
。
こ
の
よ
う
に
昨
今
の
中
国
の
研
究
者
が

参
加
す
る
学
会
で
は
微
信
が
活
用
さ
れ
る
機
会
が
増
え
て
い
る
。
名
刺
交
換
の
際

に
も
、
相
手
側
は
名
刺
を
用
意
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
か
わ
り
に
微
信
の

ア
カ
ウ
ン
ト
を
交
換
す
る
と
い
う
パ
タ
ー
ン
が
あ
っ
た
。

夕
食
は
ホ
テ
ル
に
戻
っ
て
立
食
形
式
で
行
わ
れ
た
。
今
回
の
学
会
で
は
、
筆
者

が
吉
林
大
学
古
籍
研
究
所
に
留
学
し
て
い
た
際
に
お
世
話
に
な
っ
た
呉
良
宝
氏
が

参
加
さ
れ
て
い
た
。
ほ
か
に
も
数
名
同
機
関
の
Ｏ
Ｂ
が
参
加
し
て
お
り
、
吉
林
大

学
の
同
窓
会
の
よ
う
な
雰
囲
気
と
な
っ
た
。
ま
た
、
立
命
館
白
川
研
事
務
局
の
久

保
裕
之
氏
の
は
か
ら
い
に
よ
り
展
示
さ
れ
て
い
た
白
川
静
の
著
書
一
式
、
特
に
当

時
刊
行
さ
れ
た
ば
か
り
で
あ
っ
た
『
白
川
静
著
作
集
別
巻　

続
金
文
集
』
が
人
目

を
引
き
つ
け
た
。
C
氏
は
指
導
し
て
い
る
大
学
院
生
が
白
川
静
の
金
文
学
を
研
究

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
私
に
こ
れ
は
購
入
で
き
る
の
か
と
問
い
合
わ
せ
、
翌

日
の
晩
に
タ
ク
シ
ー
で
ジ
ュ
ン
ク
堂
書
店
京
都
店
に
向
か
い
、
入
手
し
た
と
い
う

こ
と
で
あ
っ
た
。

四　

学
会
二
日
目

こ
の
日
は
学
会
発
表
と
一
般
向
け
の
講
演
会
「
世
界
の
漢
字
研
究
」
と
の
二
部

構
成
で
あ
る
。
開
会
前
に
呉
良
宝
先
生
の
グ
ル
ー
プ
が
青
銅
器
の
展
示
で
知
ら
れ

る
泉
屋
博
古
館
と
、
中
国
学
の
専
門
書
を
販
売
す
る
朋
友
書
店
に
行
き
た
い
と
言

い
出
し
た
。
と
も
に
立
命
館
大
学
の
付
近
に
あ
る
と
思
い
込
ん
で
い
た
よ
う
で
あ

る
が
、実
際
は
両
方
と
も
立
命
館
か
ら
は
距
離
が
あ
る
。翌
日
の
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ

ン
で
も
自
由
行
動
の
時
間
は
設
け
て
あ
る
の
だ
が
、
他
に
予
定
が
あ
る
と
い
う
こ

と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
住
所
を
書
い
た
メ
モ
を
手
渡
し
て
タ
ク
シ
ー
で
午
前
中
の
間

に
行
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
し
た
（
結
局
朋
友
書
店
の
方
に
は
辿
り
着
け
な
か
っ
た

よ
う
で
あ
る
）。

毎
回
研
究
発
表
は
一
日
で
終
了
す
る
の
で
あ
る
が
、
今
回
は
発
表
予
定
者
が
多

数
で
あ
っ
た
た
め
、
一
日
で
は
さ
ば
き
き
れ
な
く
な
っ
た
。
二
日
目
の
目
玉
発
表

は
、
清
華
大
学
出
土
文
献
研
究
与
保
護
中
心
の
趙
平
安
氏
に
よ
る
「
従
〝

〞
字

的
釈
読
談
到
甲
骨
文
的
〝
巴
方
〞」
で
あ
る
。
趙
平
安
氏
は
古
文
字
分
野
の
著
名三校協力協定の署名式

趙平安氏の発表の様子



一
五
九

漢
字
學
硏
究　

第
八
號

な
研
究
者
で
あ
る
。こ
れ
ま
で
も
日
本
の
学
会
等
に
招
聘
さ
れ
た
こ
と
は
あ
る
が
、

い
ず
れ
も
事
前
に
キ
ャ
ン
セ
ル
さ
れ
て
お
り
、
日
本
で
そ
の
発
表
を
聞
け
る
の
は

珍
し
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
内
容
は
試
論
的
な
も
の
で
あ
り
、
研
究
発
表
と

い
う
よ
り
は
講
義
を
聞
い
て
い
る
よ
う
な
感
じ
で
あ
っ
た
。

発
表
終
了
後
に
閉
会
式
が
行
わ
れ
、
そ
の
席
上
で
立
命
館
白
川
研
、
華
東
師
範

大
学
中
国
文
字
研
究
与
応
用
中
心
、
慶
星
大
学
韓
国
漢
字
研
究
所
の
三
校
協
力
協

定
の
署
名
が
行
わ
れ
た
。

午
後
の
講
演
会
「
世
界
の
漢
字
研
究
」
は
立
命
館
土
曜
講
座
の
一
環
と
し
て
行

わ
れ
た
。
立
命
館
土
曜
講
座
は
学
内
の
研
究
所
等
が
持
ち
回
り
で
担
当
す
る
企
画

で
あ
る
。
今
年
白
川
研
に
そ
の
順
番
が
回
っ
て
き
た
と
こ
ろ
を
、
今
回
の
学
会
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
組
み
込
ま
れ
た
と
い
う
次
第
で
あ
る
。
通
常
で
あ
れ
ば
立
命

館
大
学
在
籍
者
の
み
で
講
演
を
担
当
す
る
の
で
あ
る
が
、
今
回
は
特
別
に
海
外
か

ら
の
学
会
参
加
者
に
講
演
し
て
頂
く
こ
と
に
な
っ
た
。
使
用
言
語
は
日
本
語
あ
る

い
は
中
国
語
で
、
無
線
レ
シ
ー
バ
ー
を
介
し
た
日
中
同
時
通
訳
が
行
わ
れ
た
。
司

会
、
講
演
担
当
者
及
び
講
演
題
目
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

張
莉
（
大
阪
教
育
大
学
准
教
授
、
立
命
館
白
川
研
客
員
研
究
員
）：
司
会

朱

祥
（
台
湾
・
東
海
大
学
教
授
）「
漢
字
と
文
化
」

何
莫
邪
（Christoph H

arbsm
eier

）（
ノ
ル
ウ
ェ
ー
・
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
大
学
教

授
）「
古
代
中
国
の
言
語
学
の
方
法
論
を
探
る
」

阮
俊
強
（
ベ
ト
ナ
ム
・
越
南
社
会
科
学
翰
林
院
漢
喃
研
究
院
教
授
）「
ベ
ト
ナ
ム

の
儒
教
の
漢
字
入
門
書
研
究
」

大
形
徹（
大
阪
府
立
大
学
教
授
、立
命
館
大
学
客
員
教
授
）「
国
号「
日
本
」の「
本
」

は
ど
の
よ
う
な
意
味
か
」

河
永
三
（
韓
国
・
慶
星
大
学
教
授
、
韓
国
漢
字
研
究
所
長
）「
東
ア
ジ
ア
に
お
け

る
文
字
を
中
心
と
す
る
文
明
の
根
源
」

臧
克
和
（
中
国
・
華
東
師
範
大
学
終
身
教
授
、
世
界
漢
字
学
会
会
長
）「〝
邪
馬
臺
〞

か
、
そ
れ
と
も
〝
邪
馬
壹
〞
か
？
―
漢
字
の
海
上
伝
播
の
道
筋
と
言
語
文
化
を
越

え
た
漢
字
の
歴
史
考
古
学
問
題
を
考
え
る
」

臧
克
和
氏
は
日
本
の
テ
レ
ビ
局
か
ら
邪
馬
台
国
論
争
に
関
し
て
取
材
を
受
け
た

こ
と
が
あ
り
、
同
氏
の
発
表
テ
ー
マ
も
そ
れ
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
大
形

徹
氏
の
「
国
号
「
日
本
」
の
「
本
」
は
ど
の
よ
う
な
意
味
か
」
も
、
臧
克
和
氏
の

発
表
に
テ
ー
マ
を
合
わ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
講
演
は
中
国
語
あ
る
い
は
日
本
語
で

行
わ
れ
、
無
線
に
よ
る
同
時
通
訳
付
き
で
あ
る
。
た
だ
、
一
人
あ
た
り
の
講
演
時

間
が
二
十
五
分
と
短
く
、
い
ず
れ
も
消
化
不
良
気
味
と
な
っ
た
の
が
残
念
で
あ
っ

た
。
な
お
、
そ
れ
ぞ
れ
の
講
演
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
本
号
の
「
世
界
の
漢
字
研

究
」
欄
を
参
照
。

五　

エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン

エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
は
黄
檗
山
宝
蔵
院
↓
万
福
寺
↓
円
山
公
園
内
の
和
食
料
理

屋
で
昼
食
↓
漢
検
漢
字
博
物
館
↓
自
由
行
動
と
い
う
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
あ
っ
た
。

宝
蔵
院
で
は
、
江
戸
時
代
前
期
に
黄
檗
宗
の
鉄
限
道
光
が
開
版
し
た
鉄
眼
版
一

切
経
の
版
木
約
六
万
枚
が
所
狭
し
と
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
漢
字
学
の
学
会
に
ふ
さ

わ
し
い
場
所
と
い
う
こ
と
で
、
大
形
徹
氏
の
提
案
で
見
学
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

万
福
寺
は
黄
檗
宗
の
大
本
山
で
、
伽
藍
配
置
や
仏
像
の
様
式
な
ど
に
中
国
の
様
式



世
界
漢
字
学
会
第
七
届
年
会
参
加
報
告

一
六
〇

を
取
り
入
れ
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
黄
檗
宗
の
開
祖
隠
元
隆
琦
は
明
末
清
初

の
時
期
に
中
国
か
ら
渡
来
し
た
禅
僧
で
あ
る
。
筆
者
は
万
福
寺
に
は
二
、
三
度
来

観
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
宝
蔵
院
は
初
め
て
で
あ
る
。

漢
検
漢
字
博
物
館
（https://w

w
w
.kanjim

useum
.kyoto/

）
は
二
〇
一
六
年

に
日
本
漢
字
能
力
検
定
協
会
に
よ
っ
て
開
設
さ
れ
た
施
設
で
、
今
回
の
学
会
で
同

協
会
の
協
力
を
得
た
と
い
う
こ
と
で
コ
ー
ス
に
組
み
込
ま
れ
た
。
児
童
や
フ
ァ
ミ

リ
ー
向
け
の
学
習
施
設
で
、
資
料
性
の
高
い
展
示
物
は
そ
れ
ほ
ど
な
い
が
、
二
階

の
図
書
館
で
は
図
録
類
や
専
門
書
も
配
架
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
参
加
者

の
注
目
を
集
め
て
い
た
。

そ
の
後
は
自
由
行
動
で
あ
る
。
博
物
館
が
八
坂
神
社
前
に
位
置
す
る
と
い
う
絶

好
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
、
参
加
者
に
配
布
さ
れ
た
学
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
四

条
で
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
、
バ
ス
に
乗
っ
て
清
水
寺
に
観
光
な
ど
の
プ
ラ
ン
が
提
案

さ
れ
て
い
た
。
筆
者
は
こ
れ
に
泉
屋
博
古
館
（https://w

w
w
.sen-oku.or.jp/

）

の
見
学
と
い
う
プ
ラ
ン
を
追
加
さ
せ
た
。
折
り
良
く
「
中
国
青
銅
器
の
時
代
」
展

を
開
催
中
で
あ
っ
た
。
筆
者
も
こ
ち
ら
を
見
学
し
、
や
は
り
学
会
参
加
者
と
何
名

か
顔
を
合
わ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

六　

お
わ
り
に

次
回
の
世
界
漢
字
学
会
第
八
届
年
会
は
二
〇
二
一
年
十
月
二
十
八
日
〜
十
一
月

一
日
に
韓
国
ソ
ウ
ル
の
延
世
大
学
で
開
催
予
定
で
あ
る
。
本
稿
執
筆
現
在

（
二
〇
二
〇
年
五
月
）、「
コ
ロ
ナ
禍
」
で
開
催
が
流
動
的
な
状
況
で
あ
る
が
、
今

回
の
学
会
で
示
さ
れ
た
よ
う
に
、
学
会
は
研
究
者
が
見
識
を
深
め
あ
う
貴
重
な
機

会
で
あ
る
。
会
期
ま
で
に
状
況
が
改
善
さ
れ
る
こ
と
を
願
う
ば
か
り
で
あ
る
。

※　

本
稿
は
同
題
で
『
中
国
史
史
料
研
究
会
会
報
』
第
四
号
（
二
〇
一
九
年
十
一

月
）
に
発
表
し
た
報
告
を
加
筆
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
立
命
館
大
学
白
川
静
記
念
東
洋
文
字
文
化
研
究
所　

客
員
研
究
員
）

黄檗山宝蔵院内部

万福寺のシンボル開 （木魚）


